
受注締切時間前に受注状況を共有化し待機時間を削減滋賀県
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►発荷主：A（日用品製造業）、着荷主：D（卸売業）
►      B
►       D
►荷種

・日用品の輸送

► 受注締切時間前に、確定前の受注情報を実運送事業者と共有化することで、実運

送事業者は配車調整をし、指定時間に入門・積込作業を開始でき、待機時間の削
減となった。

一
⇒0受注締切時間13時から配車したため、積込み時間、待機時間が発生
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一► 実運送事業者における最適な入門時間を指示することができ、待
機時間がほぼゼロとなり、運転者の拘束時間が削減

積込作業

成果
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► 【着荷主の課題】特に繁忙期（特に3・12月期）において、着荷主において待機時

間が発生する傾向がある。受付開始時間直後、受付順にバース接車等が許可さ
れるため、早朝時間帯に車両が集中することが待機時間の原因となっている。

► 【発荷主の課題】発荷主・元請事業者においては受注の締切時間が13時であり、
その後配車指示をするため、待機時間が発生するケースがある。

► 平成28年度パイロット事業として、発荷主における課題を解決するために取組を

実施した。なお、着荷主における課題に対する取組は平成29年度に実施する予
定である。

►                  13                9  45
  1 1時5分に途中段階の受注情報を踏まえ、実運送事業者に受注情報を踏ま

えた配車予想を伝達することで、実運送事業者では配車調整が可能となり、指定

時間に入門できるよう準備することが可能となった。また、予め入門時間、積込作
業開始時間を指示することができたため、待機時間の削減につなげることができ
た。

‘― J
卜 町 吉 果 」

0受注締切13時まえに、2回の途中段階の受注情
報について、実運送事業者と共有化し、配車調整を
実施させることができ、待機時間をゼロ化することが
可能となった

0受注締切13時から、配車依頼を実施したため、実
運送事業者において配車調整ができず、入門時間
を指定できず、待機時間が発生
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成果 I
虞 忠

0待機時間：約0分（▲30~120S分）0待機時間： 約30~120分

一► 元請事業者にとってのメリットは、待
機時間の削減によるスペースの有
効活用、構内の混雑を緩和すること
ができ、効率的な作業環境が得られ

► 受注確定前に受注情報を共有化す

るなど、発荷主、元請事業者、実運
送事業者のパートナーシップが有効
に機能し、改善への取組が円滑に
実施することができた
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